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●今月の主な内容

「助け合い」「支え合い」ができる地域づくりをすすめましょう   2 ～ 4
住宅の取得・建築などの補助制度   6 ～ 7
平成31年度（2019年度）小千谷市の予算と主要事業   9 ～ 12
船岡公園桜まつり   13

○旧小千谷総合病院卒業式（3月30日）

　暫定活用の終了に合わせて「卒業式」が開催さ
れ、病棟見学ツアーやステージ発表、小千谷市出
身の小林麻耶さんによる講演会などが行われまし
た。（15ページにも写真を掲載しています）

この卒業式を機に、 
私が生まれたこの場所から 
また新たな道をスタートさせようと 
決心しました
講演「思い出の小千谷総合病院」より
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「
助
け
合
い
」「
支
え
合
い
」
が
で
き
る

地
域
づ
く
り 

を
す
す
め
ま
し
ょ
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
2
0
2
5
年
を

目
途
に
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、
医
療
・
介
護
予

防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る

体
制
の
こ
と
で
す
。
今
後
、
認
知
症
や
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
増
加
、
近
隣
関
係
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、

生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
千
谷
市
の
人
口
減
少
・
高
齢
化

　

小
千
谷
市
の
65
歳
以
上
人
口
は
、
2
0
2
0
年
を

ピ
ー
ク
に
緩
や
か
に
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
の
は
、
64
歳
以
下
の
人

口
の
急
激
な
減
少
で
す
。（
下
の
グ
ラ
フ
参
照
）

　

2
0
2
5
年
に
は
、
支
え
を
必
要
と
す
る
75
歳
以

上
の
高
齢
者
1
人
を
15
歳
～
74
歳
の
方
3
人
で
支
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
1
）

　

支
え
ら
れ
る
側
は
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き

る
健
康
な
心
と
体
を
、
一
日
で
も
長
く
保
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
支
え
る
側
は
、
限
ら
れ
た
人
材
を
有
効

に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
専
門
家
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
は
専
門
家
に
お
願
い
し
、
近
隣
の
「
助
け

合
い
」「
支
え
合
い
」
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
行

う
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　平成27年に、介護保険の要支援認定者を対象にアンケートを実施しま
した。その結果、高齢者が生活の中で困っていること、「できない」と感
じていることが見えてきました。
　一人暮らしの場合は、訪問介護（ヘルパー）が支援を行います。しかし、
ごみ出しや雪かきなどは訪問介護では提供できません。民間サービスや関
係者の協力で、なんとか生活を維持しているのが現状です。

高齢者は、どんなことに困っているの？

アンケートの結果、半数以上の人が 

困っていること（複数回答） 対処方法
掃除（54％） �����������

調理（55％） �����������

買い物（61％） ����������

ごみ出し（70％） ��������

雪かき（88％） ����������

預金の出し入れ（58％） ����

役所などの手続き（75％） ���

救急車への連絡（56％） ����

2005　2010　2015　2020　2025　2030　2035（年）

  0歳～14歳15歳～64歳

65歳～74歳75歳以上

15歳～64歳

急激な減少
どんどん重くなる負担に 
どうやって対処するかが課題！

（人）

訪問介護（ヘルパー）など

※一人暮らしの場合。

ご近所、有償ボランティアなど

日常生活自立支援事業など

見守り相談サービスなど

2015年 2025年 2030年
4.1人 3.0人 2.7人

図1：75歳以上の高齢者1人に対する、
15歳～74歳の人口は�

※かっこ内の数字は、「困っている」と答えた人の割合。
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「
助
け
合
い
」「
支
え
合
い
」
が
で
き
る

地
域
づ
く
り 

を
す
す
め
ま
し
ょ
う

10
年
後
、
20
年
後
の

地
域
の
た
め
に

　

高
齢
者
の
生
活
の
困
り
ご
と

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
公
的
支
援
だ
け
で
な
く
、

「
助
け
合
い
」「
支
え
合
い
」
の
仕
組
み
を
地
域
で
作

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

小
千
谷
市
で
は
、
今
で
も
町
内
会
な
ど
の
地
縁
組

織
が
柔
軟
な
助
け
合
い
を
行
っ
て
い
る
地
域
が
多
く
、

新
た
な
仕
組
み
を
早
急
に
作
る
必
要
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
隣
関
係
の
希
薄
化
、
少
子
高
齢
化
の

中
で
、
10
年
後
、
20
年
後
も
今
と
同
じ
よ
う
に
地
縁

組
織
が
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
仕
組
み

づ
く
り
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

「
助
け
合
い
」「
支
え
合
い
」
が
、

最
高
の
介
護
予
防
に

　

誰
か
の
た
め
に
何
か
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
相

手
の
た
め
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
支
え
る
側
の
人
に

と
っ
て
も
、
社
会
参
加
や
生
活
の
張
り
合
い
と
な
り
、

最
高
の
介
護
予
防
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
る
部
分
で
は
支
え
ら
れ
る
側
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
得
意
な
こ
と
や
で
き
る
こ
と
を
生
か
す

こ
と
で
、
誰
で
も
支
え
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
、
介
護
保
険
を
使
う
人
が
少

な
く
な
れ
ば
、
結
果
的
に
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑

え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
い
を
実
現
す
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は
、「
助
け
合

い
」「
支
え
合
い
」
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
こ
と
」
と
し
て
と
ら

え
、
み
な
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る
事
業
で
す
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え

合
い
推
進
員
）
を
配
置
し
、
地
域
の
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。（
図
2
）
全
市
を
第
1
層
と
し
て
1
人
、

生
活
圏
域
を
第
2
層
と
し
て
中
学
校
区
ご
と
に

9
人
の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
考
え
、

活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
組
織
な
ど
の
代
表

者
で
協
議
体
を
組
織
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
を
第
3
層
と
し
、
最
も
大
切

な
既
存
の
仕
組
み
（
町
内
会
・
福
祉
会
・
自
主

防
災
会
・
老
人
会
な
ど
）
を
生
か
し
つ
つ
、
第

2
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
、

「
地
域
の
困
り
ご
と
」
を
解
決
し
た
り
、「
こ
ん

な
も
の
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
」
を
一
緒
に
考

え
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

小千谷中学校区

第1層
（全市）

第2層
（中学校区）

第3層
（地域、町内会）

千田中学校区

東小千谷中学校区

南中学校区 片貝中学校区

生活支援コーディネーター 
1人（社会福祉協議会職員）

図2：小千谷市の生活支援コーディネーターと協議体の体制（平成31年3月現在）

地域での話し合いなどにより�
◎地域支え合いづくりの具体化 

（町内会・福祉会・自主防災会・老人会などと連携）

◎地域支え合い・助け合いの実践

第1層生活支援協議体
福祉会連絡協議会、社会福祉協議会理事、民生委員
児童委員協議会、老人クラブ連合会、魚沼地区郵便
局長会小千谷部会、ボランティア連絡協議会、主任
介護支援専門員会、身体障害者団体連合会、市PTA
連合会、越後おぢや農業協同組合　など

第2層生活支援協議体
各中学校区の民生委員、町内会
長、保健推進員など

生活支援コーディネーター 
9人（個人へ委嘱）

次のページで 
詳しく紹介！

次のページで 
詳しく紹介！



あ
な
た
の
ま
ち
の

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
の
支
え
合
い
の
土

台
と
な
る
よ
う
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
世
代
間

交
流
の
場
で
あ
る
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
開
催
や
、

友
愛
訪
問
を
実
施
す
る
福
祉
会
の
結
成
・
支
援
、

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
支
援
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
ち
こ
た
ネ

ッ
ト
お
ぢ
や
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
活
動
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
私

の
役
割
で
あ
る
市
全
域
の
生
活
支
援
の
課
題
と
し

て
、
地
域
だ
け
で
は
解
決
の
難
し
い
「
買
い
物
や

通
院
の
足
（
移
動
支
援
）」
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
第
1
層
生
活
支
援

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

○
第
2
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
個
人
へ
委
嘱
：
9
人
）

風巻正長さん

小千谷中学校区
（西小千谷・吉谷・

山辺地区）

篠田泰子さん

東小千谷中学校区
（東山地区）

今井隆夫さん

南中学校区
（川井・山辺塩殿地区）

瀧澤功さん

南中学校区
（真人地区）

吉田敏明さん

片貝中学校区

小千谷市 
社会福祉協議会

石坂竜之介さん

全市

水瀬勉さん

千田中学校区

田中カズミさん

小千谷中学校区
（城川地区）

高橋茂さん

東小千谷中学校区
（東小千谷地区）

諏訪部栄一さん

南中学校区
（岩沢地区）

■問い合わせ／生活支援体制整備事業事務局：▷社会福祉協議会☎83-2340
　▷地域包括支援センター☎83-0807▷保健福祉課高齢福祉係☎83-4060
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日にち
施設名

4月 5月
27日

㈯
28日

㈰
29日

㈷
30日

㉁
1日
㈷

2日
㉁

3日
㈷

4日
㈷

5日
㈷

6日
㉁

市役所☎83-3511
　市民生活課窓口☎83-3509
　片貝総合センター☎84-2026
　東山住民センター☎59-2003
　岩沢住民センター☎86-2002
　川井住民センター☎89-3155
　真人ふれあい交流館☎86-3002
図書館、住民票交付センター（図書館内）
☎82-2724
健康センター☎83-3640
わんパーク☎81-7564　※1
市民会館☎82-9111
農業管理センター☎82-6785 ※2
総合体育館☎83-0077
ホットプラザ（勤労青少年ホーム） 
☎82-8510
おぢゃ～る☎82-2478　※3 ※4
サンプラザ☎83-4800　※5
　逸品館（サンプラザ内）
錦鯉の里☎83-2233
楽集館☎82-8282 ※4
湯どころちぢみの里☎81-1717　※3 ※4

ごみ収集・処理場直接搬入（市民生活課環
境衛生係）☎83-3509　※6

小千谷総合病院☎81-1600　※7

各施設などの連休中の業務は下表のとおりです。ご理解と
ご協力をお願いします。10連休の業務案内

※1　相談・一時預かりは行いません。
※2　利用を希望する場合は、7日前までに申し込みが必要です。
※3　5月7日㈫・8日㈬は休館します。
※4　毎週水曜日は休館ですが、5月1日㈷は開館します。
※5　各テナントの営業については個別にお問い合わせください。
※6　通常どおり、朝8時までにごみを出してください。処理場への搬入

時間は午前8時30分～午後4時です。
※7　個人病院などは個別にお問い合わせください。

図書館特別貸出
　4月27日㈯から特別貸出を行います。
10連休は図書館の本をたくさん借りて
読書を楽しみましょう。
■特別貸出実施期間／4月27日㈯～5月

5日㈷
■貸出冊数
▷図書・雑誌：10冊まで
▷DVD ･ 紙芝居：2つ

以内（通常通り）
■貸出期間／2週間（通
　常通り）
■問い合わせ／図書館
　☎82-2724

急患診療
　次のとおり急患診療所を開設しています。

日時 診療科 受付時間 診療所名

4月27日㈯ 小児科 午後6時45分～9時30分
中越子ども
急患センター
☎86-5099

4月28日㈰～ 
5月6日㉁

内科
▷午前9時～11時30分
▷午後1時～4時30分

休日・夜間
急患診療所
☎37-1199

小児科
外科

歯科
▷午前9時～11時30分
▷午後1時～3時30分

休日急患歯
科診療所
☎33-9644

■会場／さいわいプラザ内急患診療所（長岡市幸町2-1-1）
■持ち物／健康保険証、医療受給者証
■問い合わせ／健康センター予防係☎83-3640

10連休の業務案内

■�休業・休館日です。
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②
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
す
る
方

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
被
害
を
軽
減
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
耐
震
基
準
が
見
直
さ
れ
た
建
築
基
準
法
改
正
前
（
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で
）

に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
要
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
制
度

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
際
に
、
診
断
費
の
自
己
負
担
額
が
1
万
円
と
な

る
補
助
制
度
で
す
。
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
・
改
修
工
事
費
補
助
制
度
を
受
け

る
た
め
に
は
、
こ
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
延
べ
床
面
積

耐
震
診
断
費

自
己
負
担
額

補
助
金
額

70
㎡
以
下

7
万
円

1
万
円

6
万
円

70
㎡
超
1
7
5
㎡
以
下

8
万
円

7
万
円

1
7
5
㎡
超

10
万
円

9
万
円

木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
・
改
修
工
事
費
補
助
制
度

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
っ
た
方
で
、
耐
震
改
修
設
計
・
改
修
工
事
を
行
う
方

へ
、
設
計
費
と
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

事
業
の
区
分

補
助
金
額

耐
震
改
修
設
計

設
計
費
の
½
（
上
限
13
万
5
0
0
0
円
）
の
額

全
体
耐
震
改
修
工
事
工
事
費
の
⅓
（
上
限
50
万
円
）
に
最
大
15
万
円
を
加
算
し
た
額

部
分
耐
震
改
修
工
事
、

シ
ェ
ル
タ
ー
工
事

工
事
費
の
�
（
上
限
40
万
円
）
に
最
大
10
万
円
を
加
算
し
た
額

※
高
齢
者
世
帯
と
障
が
い
者
世
帯
の
方
が
対
象
で
す
。

　克雪住宅を建築する方、木造住宅の耐震補強を行う方、住宅を取得する方への補助
制度です。①・③・④の補助金は、併用できます。
■申請書／建設課にあるほか、市ホームページからもダウンロードできます。
■申請・問い合わせ／建設課建築住宅係☎83-3514

住宅の取得・建築などの補助制度

申請は11月29日㈮まで

克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
制
度

　

雪
に
強
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
内
に

克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方
へ
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
に
克
雪
住
宅
を
新
築
、
改
築
す
る
方

▽
新
た
に
既
存
住
宅
の
屋
根
を
改
良
し
て
克
雪
住
宅
に
す
る
方

■
対
象
住
宅
／
克
雪
住
宅
（
融
雪
式
・
耐
雪
式
・
落
雪
式
住
宅
）

※
別
途
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
上
限
額
／
▽
融
雪
式
住
宅
：
44
万
円
▽
耐
雪
式
・
落
雪
式
住

宅
：
33
万
円

※
た
だ
し
、
高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
、
世
帯
主
が
障
が

　

い
者
で
あ
る
世
帯
な
ど
は
、
上
限
額
が
融
雪
式
で
55
万
円
、

　

耐
雪
式
・
落
雪
式
で
44
万
円
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
雪
に
強
い
住
宅
を
つ
く
る
方

申
請
書
の
提
出

補
助
金
交
付
決
定

着
手
・
契
約
～
完
成

報
告
書
の
提
出

手
続
き
の
な
が
れ
（
各
制
度
共
通
）

※
11
月
29
日
㈮
ま
で
。
た
だ
し
、
予

　

定
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※ただし、予定数に達し次第締め切ります。
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③
住
宅
を
取
得
す
る
方

④
住
宅
を
取
得
す
る

　
若
者
世
代
の
方

住
宅
取
得
補
助
制
度

■
対
象
者
／
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

▽
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
宅
を
取
得
す

　

る
方
（
建
て
替
え
の
場
合
も
含
む
）
で
、
次
の
い
ず

　

れ
か
に
該
当
す
る
方

　

▼
市
内
業
者
と
契
約
を
交
わ
し
、
新
築
ま
た
は
建
売

　
　

住
宅
を
取
得
す
る
方

　

▼
新
築
か
建
売
住
宅
ま
た
は
中
古

　
　

住
宅
を
取
得
す
る
転
入
者

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
自
己
名
義
で
当
該
住
宅
の
登
記
を
行
う
方
（
転
入
者

　

が
共
有
名
義
で
登
記
す
る
場
合
に
は
、
½
以
上
の
持

　

ち
分
を
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
た
だ
し
、
契
約
書
を
交
わ
さ
な
い
売
買
や
無
償
譲
渡

　

ま
た
は
相
続
に
よ
る
取
得
の
場
合
は
、
補
助
対
象
外

　

で
す
。

■
対
象
要
件

▽
取
得
し
よ
う
と
す
る
住
宅
は
、
自
ら
居
住
す
る
こ
と

　

を
目
的
と
し
、
居
室
・
台
所
・
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど

　

を
備
え
て
い
る
、
延
べ
床
面
積
が
55
㎡
以
上
の
一
戸

　

建
て
住
宅
で
あ
る
こ
と

▽
市
内
業
者
と
は
、
市
内
に
本
社
、
本
店
を
有
し
て
い

　

る
法
人
ま
た
は
個
人
の
う
ち
、
住
宅
建
築
業
を
営
ん

　

で
い
る
者
ま
た
は
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
基
づ
く
免

　

許
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と

▽
転
入
者
と
は
、
申
請
時
に
お
い
て
本
市
に
転
入
し
た

　

日
か
ら
起
算
し
て
1
年
以
内
の
方
ま
た
は
転
入
を
予

　

定
し
て
い
る
方
で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
、
転
入
前
2

　

年
の
間
に
本
市
に
住
所
を
有
し
て
お
ら
ず
、
引
き
続

　

き
5
年
以
上
定
住
の
意
思
が
あ
る
こ
と
が
条
件
）

■
上
限
額

区
分

対
象
要
件

補
助

上
限
額

新
築
住
宅
お
よ
び

建
売
住
宅
の
取
得

❶
市
内
業
者
と
契
約
を

交
わ
し
て
い
る
場
合

30
万
円

❷
転
入
者
の
場
合

50
万
円

❶
、
❷
ど
ち
ら
に
も
該

当
す
る
場
合

80
万
円

中
古
住
宅
の
取
得
市
内
に
お
い
て
、
転
入

者
が
中
古
住
宅
を
取
得

す
る
場
合

30
万
円

■
必
要
書
類
／
▽
申
請
書
▽
請
負
契
約
書
の
写
し
（
建

築
の
場
合
）
▽
見
積
書
の
写
し
（
購
入
の
場
合
）
▽
住

宅
の
位
置
図
（
付
近
見
取
図
）
▽
各
階
の
平
面
図
（
延

べ
床
面
積
が
確
認
で
き
る
も
の
）
▽
納
税
証
明
書
▽
定

住
誓
約
書
（
転
入
者
の
場
合
）

■
そ
の
他
／
建
築
の
場
合
は
着
手
前
、
購
入
の
場
合
は

契
約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
が
、
事
前
に
申
出
書
の
提

出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
補
助
金
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
制
度

■
対
象
者
／
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

▽
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
宅
を
取
得
す
る
方
（
建
て
替
え

　

の
場
合
も
含
む
）

▽
申
請
日
現
在
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ
る
方
ま
た
は
18
歳
未
満
の
お
子

　

さ
ん
が
い
る
方

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
自
己
名
義
で
当
該
住
宅
の
登
記
を
行
う
方
（
共
有
名
義
で
登
記
す
る
場

　

合
に
は
、
½
以
上
の
持
ち
分
を
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
た
だ
し
、
契
約
書
を
交
わ
さ
な
い
売
買
や
無
償
譲
渡
ま
た
は
相
続
に
よ

　

る
取
得
の
場
合
は
、
補
助
対
象
外
で
す
。

■
対
象
要
件
／
取
得
し
よ
う
と
す
る
住
宅
は
、
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
居
室
・
台
所
・
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど
を
備
え
て
い
る
、
延
べ
床

面
積
が
55
㎡
以
上
の
一
戸
建
て
住
宅
で
あ
る
こ
と

■
上
限
額
／
20
万
円

■
必
要
書
類

▽
住
宅
取
得
補
助
制
度
の
必
要
書
類

▽
生
年
月
日
の
明
記
さ
れ
た
身
分
証
明
書
の
写
し
（
免
許
証
な
ど
）
ま
た

　

は
申
請
者
と
18
歳
未
満
の
子
と
の
続
柄
を
証
明
で
き
る
書
類
（
住
民
票
、

　

戸
籍
抄
本
な
ど
）

■
そ
の
他
／
建
築
の
場
合
は
着
手
前
、
購
入
の

場
合
は
契
約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
が
、
事
前

に
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
補
助
金

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住宅の取得・建築などの補助制度
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子どもの学習・生活支援事業を始めます

第
7
回  

国
際
錦
鯉
幼
魚
品
評
会

　

体
長
が
12
㎝
～
36
㎝
の
手
軽
に
飼
育
で
き
る

錦
鯉
を
一
堂
に
集
め
た
幼
魚
品
評
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
一
般
公
開
日
時

▽
4
月
27
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～
5
時

▽
4
月
28
日
㈰
午
前
9
時
～
午
後
2
時

■
会
場
／
総
合
体
育
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

■
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
全
日
本
錦
鯉
振
興
会
事
務
局

☎
83
・
3
3
4
5

越
後
立
て
鯉
展
示
観
賞
即
売
会

　

体
長
が
60
㎝
以
下
の
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
錦

鯉
を
観
賞
、
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
一
般
公
開
日
時

▽
4
月
27
日
㈯
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▽
4
月
28
日
㈰
午
前
8
時
30
分
～
午
後
1
時

■
会
場
／
総
合
体
育
館
第
1
駐
車
場
脇

■
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
市
錦
鯉
漁
業
協
同
組

合
事
務
局
☎
94
・
6
0
3
1

お知らせ

錦鯉いっぱいプロジェクト 
                                                 補助金

　市の魚「錦鯉」のデザインを使った新商品の開
発や高付加価値化の取組を支援します。
■対象者／市内の法人、任意組織、団体など
※法人でない場合は、3戸以上で構成されている

こと。
■対象事業／市の魚「錦鯉」を広くPRする商品

などの製作
■対象経費／印刷製本費、広告宣伝費、委託料、

原材料費など
■補助率／対象経費の1/2以内、上限50万円※養鯉

業者の方は、対象経費の1/3以内、上限10万円
■募集締切／5月31日㈮※予算の範囲内でより市

の魚を広くPRできるものを優先的に採択します。
■提出書類／交付申請書、事業費明細書、商品な

どの完成イメージ図、工程表、定款・規約
※交付申請書と事業費明細書は農林課窓口にある

ほか、市ホームページからもダウンロードでき
ます。

■申請・問い合わせ／農林課錦鯉戦略係☎83-3510

　経済的な理由により塾に通えない子どもや、
事情により学校に行っていない子どもと、その
保護者を対象に、子どもの学習・生活支援事業
を始めます。
　併せて、子どもたちに学習・生活支援をして
いただける支援員も募集します。
■申込方法／申請書に必要事項を記入し、提出

してください。申請書は社会福祉課窓口にあ
ります。

■問い合わせ／社会福祉課生活福祉係☎83-3517

　学習・生活支援制度
■対象世帯
▷生活保護受給世帯
▷生活困窮世帯※世帯の収入などを確認し、利

用の可否を判断します。事前に電話などでご
相談ください。

■対象者／子ども（小学4年生～中学3年生）と
その保護者

■支援内容
▷小学生：学校の勉強の復習、宿題の習慣付け

▷中学生：高校受験のための進学・学習支援
▷小・中学生共通：生活習慣に関する助言
▷保護者：養育上の悩みについて、担当相談員
（市職員など）との面談・助言など

■利用頻度と時間／平日の週1回、放課後1人2
時間まで

■実施場所／市内公共施設を基本としますが、
希望により自宅での実施も可能です。

■利用無料

　支援員募集
■資格／教員OB、大学生、社会福祉士、その

他一般のボランティアの方※教員免許は不要
です。

■活動内容
▷週に1回、学校の授業の予習・復習の支援を

行い、学習習慣・基礎学力の定着を図ります。
▷中学生に対しては、希望する進学や将来につ

いて一緒に考え、アドバイスをします。
■謝金／1時間1,000円（活動時間に応じて支給）
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小千谷市の予算と主要事業
平成31年度（2019年度）

第五次小千谷市総合計画の都市像「～ひと・技・自然～　暮らして実感　地域の宝が輝くまち　おぢや」

●小千谷市民一人あたりの予算 
　（一般会計）

市の人口：35,507人
（平成31年3月29日現在）

持続するまちをめざす

●特別会計と企業会計
特別会計 76億8,539万円

国民健康保険 31億5,314万円

介護保険 37億6,144万円

後期高齢者医療 7億6,568万円

工業団地事業 513万円

企業会計 68億9,442万円
ガス事業 21億8,357万円

水道事業 18億4,432万円

工業用水道事業 2億8,187万円

下水道事業 25億8,466万円

●市の借金
平成30年度末
残高

平成31年度
借入予定額

平成31年度
元金償還額

平成31年度末
残高見込

一般会計

一般会計 170億1,895万円 18億   410万円 16億8,034万円 171億4,271万円

企業会計

ガス事業 1億5,711万円 ---------- 3,163万円 1億2,548万円

水道事業 46億9,127万円 5,000万円 1億3,756万円 46億   371万円

工業用水道事業 2億1,869万円 ----------    4,353万円 1億7,516万円

下水道事業 98億   662万円 2億9,860万円 9億7,669万円 91億2,853万円

522,432円
▶市議会に
　4,134円

▶その他
 　3,867円

▶健康増進・環
　境対策などに
　39,908円

▶高齢者・児童
　の福祉などに
　141,307円

▶市の事務管理
　などに
　77,278円

▶商工業の振興
　・支援に
　16,626円

▶道路・河川の整
　備や住宅などに
　96,221円

▶消防活動や防
　災に
　25,681円

▶農林水産業の
　振興に
　23,566円

▶教育・文化・
　スポーツに
　42,687円

▶借入金返済の
　ために
　51,157円

総
額185億5,000万円

●一般会計歳入・歳出の構成比
（対前年度比7.1%増）

※このほかに特別会計と企業会計があります。（最下部に記載）

歳入
（市がお預かりするお金）

歳出
（市が使う予定のお金）

市税
50億1,935万円

自主財源
44.9%

依存財源
55.1%

繰入金・諸収入等
33億1,744万円

地方交付税
40億4,300万円

市債
18億410万円

国庫支出金
22億2,161万円

県支出金
11億3,140万円

その他
10億1,310万円

民生費
50億1,739万円

土木費
34億1,654万円

総務費
27億4,391万円

教育費
15億1,567万円

公債費
18億1,644万円

消防費
9億1,184万円

衛生費
14億1,702万円

農林水産業費
8億3,675万円

商工費
5億9,035万円

議会費
1億4,677万円 労働費

3,712万円

災害復旧費
7,924万円

その他
2,096万円
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　小千谷市のまちづくりの基本的な考え方は、市の総合計画に表しています。
　総合計画の6つの基本目標を達成するため、平成28年度から5年間を計画期間とした
第五次小千谷市総合計画前期基本計画を策定しています。基本計画では、事業を横断す
る4つの重点プロジェクトを定め、基本目標の効果的な達成を目指しています。

（新規）中学校部活動指導員制度の開始  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　340万円

適切な練習時間や休養日の設
定など部活動の適正化を図る
ため、中学校に外部指導員を
配置します。

（拡充）小・中学校　ALT・アシスタン
　　　ト等配置 　　　　　　　  1億350万円

ALT（外国語指導助手）、特別
支援学級アシスタント、学校
支援員、スクールアシスタン
トを各学校に配置して、児童 
・生徒の学校生活・学習活動
の支援を行います。

（新規）国民文化祭小千谷市独自事業  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187万円

秋に県全体で行われる国民文化祭
に合わせ、小千谷特有の闘牛や錦
鯉、小千谷縮の展示と紹介を行い
ます。

（拡充）総合体育館施設改修、備品整備  

　　　　　　　　　　　　　　　　　   5,290万円

バスケットボールのゴール更
新、メインアリーナ天井照明
のLED化などを行います。

変革の年「まちの変化」が見える年 
平成31年度（2019年度）の主な事業

4つの重点プロジェクト
小千谷市総合戦略の推進 

（人口減少対策）
雇用拡大と産業振興、若者の移住・定住促進、結
婚・出産・子育てへの切れ目ない支援、暮らしや
すいまちづくり

中心市街地等の利用計画決定と 
周辺地域との交通網整備

市街地などの活性化と周辺地域との道路網や公共
交通網などのネットワーク整備

基本目標別の新規・拡充事業

防災公園整備と 
公共施設の適正配置
災害発生時に避難・支援活動の拠点となる公園の
整備と、将来人口を見据えた公共施設などの適正
配置

ニュー・ツーリズムの推進
山本山などを拠点とした自然・教育・農業・観光
などの活性化や交流推進（グリーンツーリズム・ス

ポーツ・健康・防災・産業観光ツーリズム）

 1　人を育み文化の香るまちづくり 
　　（教育、文化、スポーツ）
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（新規）（仮称）健康・子育て支援センタ 
　　　 ー整備　　　　　   1億4,943万円

（仮称）健康・子育て支援セン
ターを2020年1月に開設して、
妊娠期から子育てまでのワン
ストップ対応を行います。

（新規）病児・病後児保育室の開設 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  949万円

保護者の勤務などのため家庭で見ることができない
病気などの幼児・児童を、一時的に預かります。

（新規）子どもの学習支援　　　 74万円

貧困の連鎖を防止することを目的
に、生活困窮者世帯の子どもの学
習・生活支援を行います。

（新規）生活応援商品券事業 
　　　　　　　　　　　　　　　　 1億9,042万円

住民税非課税者、0歳～3歳半（2019年9月末時点)
の子のいる世帯を対象としたプレミアム付商品券を
発行します。

（新規）幼児教育無償化（認定こども園 
　　　 ・保育園）（負担軽減分）  5,570万円

10月から幼児教育の無償化が実
施されることに合わせ、教育・保
育費用を市が負担します。

（新規）風しん対策　　　　　　   2,350万円

妊婦や赤ちゃんを守るため、現在39歳～56歳の男
性を対象に抗体検査後、該当者に定期予防接種を行
います。

（拡充）健康ポイント事業、転倒骨折予
　　　防医学講座支援 　　　　2,183万円

市民がフレイルやロコモの状態になることを予防す
るため、新潟大学と連携した予防
医学講座を支援するとともに、健
康ポイント事業など、運動を通じ
た健康づくり活動を推進します。

（拡充）人間ドック補助対象拡大 
　　 　　　　　　　　　　　　　　　  5,130万円

75歳到達年度で受診時に74歳の方と、75歳以上の
方への助成を拡大します。

（拡充）農業基盤整備事業　　 8,993万円

市内9か所で、農業用用排水
施設、ほ場、ため池の改修・
整備などの事業費に対する補
助を行います。

（拡充）商店街等活性化支援事業 
　　　　　　　　　　　　　　　　　      890万円

商店街のにぎわい創出と活性化を図るため、空き店
舗への出店に対する改修費の一部補助、にぎわいづ
くり、街中SNS環境整備を支援します。

（新規）中小企業ものづくり研究開発資
　　　金貸付事業 　　　　　　  2,000万円

中小企業の新製品・新技術の開発などを支援するた
め、研究開発資金を融資し、信用保証料を全額また
は半額助成します。

（拡充）U・Iターン就職推進事業 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  740万円

高校生・大学生などに対し、地
元企業への理解を深め、U・I
ターン就職を促進するとともに、
就活・就労支援と若者の定住化
を推進します。

（拡充）錦鯉を活用したプロモーション 
　　　 ・販路開拓等 　　　　　  1,101万円

錦鯉発祥の地をPRすることにより、小千谷
産錦鯉のブランド力を強化し、販路拡大・
販売増加を支援します。

 3　創造性と活力あふれる産業のまちづくり（産業）

 2　子育てにやさしく健康長寿で 
   　支えあうまちづくり（福祉、健康、医療）
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（拡充）防災公園整備、中越大震災15年
　　　事業　　　　　　　　　 1億4,660万円

東小千谷地区に防災の拠点を整備します。あわせて、
震災・防災に対する学習・研修を強化します。

（新規）まちの魅力売込み事業（復興基金

　　　　 事業：事業費500万円）　　　   100万円

小千谷の魅力を発掘して磨き、発信することで市の
知名度向上を図ります。

（拡充）移住定住交流推進事業 

 　　　　　　　　　  　　　　　　　　1,606万円

移住サポーター、地域づくり支援員配置、小千谷市
体感ツアー、移住セミナーなど、移住定住と地域活
性化を推進します。

（拡充）岩沢住民センター耐震化 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  980万円

岩沢住民センターを耐震補強します。

（新規）ごみ処理施設長寿命化計画策定  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　700万円

時水清掃工場、クリーンスポット大原の施設延命化
のため、長寿命化計画を策定します。

（拡充）小千谷プロモーション事業 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　   550万円

観光情報の発信と誘客増強のため、ターゲットとな
る首都圏や旅行業者へのアプローチを強化します。

（新規）熱気球更新事業 　　　　　900万円

ふるさと納税の仕組みを利
用したクラウドファンディ
ングにより、熱気球機体を
更新します。

（新規）病院跡地活用　　  11億3,685万円

市内のにぎわい・交流・憩いの創出のため、図書館
を核とした中心市街地活性化を行います。今年度は、
旧小千谷総合病院を解体します。

住宅取得・若者マイホーム取得補助事業  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,150万円

定住促進と地域経済の活性化のため住宅の新築や購
入に対する補助を行います。

（拡充）通学路等交通安全対策推進事業  

　　　　　　　　　　　　　　　　　   7,000万円

市道千谷通学路線ほか、西小千谷・東小千谷・片貝
地区の4路線の歩行帯整備工事を行います。

 6　ふれあい、にぎわい、 
 　  暮らし続けたいまちづくり（交流、市民参加）

 5　自然を活かした調和と安心のまちづくり 
 　  （防災、環境、克雪）

 4　魅力ある都市空間創出と 
   　暮らしやすいまちづくり（都市基盤）

 その他

（新規）住民票等各種証明コンビニ交付事業　 3,299万円

マイナンバーカードを使用して住民票や戸籍などの各種証明書を発行す
るサービスを、提携コンビニエンスストアなどで開始します。
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開催日 時間 イベント

20日㈯

11:00～16:00
▷あそびの日こども広場
▷フアフアランド

11:00～18:00 露店開店

16:00～18:00 ステージショー（市内バンドなど）

21日㈰

10:30～18:00 露店開店

11:00～16:00 フアフアランド

①11:00～
②14:00～

騎士竜戦隊リュウソウジャー
ショー

①12:30～14:00
②15:00～17:00

ステージショー
（市内芸能団体など）

17:00～ 大ビンゴ大会

船岡公園桜まつり
■期日／ 4月20日㈯・21日㈰
■会場／船岡公園山頂広場
■荒天中止（中止の場合、小千谷観光協会ホームページで
　お知らせします）
■ぼんぼり点灯期間／4月5日㈮～5月6日㉁午後5時～10時
■内容

※開催時間・内容は変更になる場合があります。
※「よし太くんとじゃんけん大会」の開催時間は、当日の

お楽しみです。
■その他／ステージショー出演団体などの詳細は、決定次
　第小千谷観光協会ホームページに掲載します。また、4月
　17日㈬の朝刊折り込みチラシでもお知らせします。
■問い合わせ／小千谷観光協会（観光交流課内）☎83-35
　12N83-0871Qkanko@city.ojiya.niigata.jpShttp:
　//www.ojiyakanko.com

会場へのアクセス
　船岡公園駐車場は利用できません。徒
歩かシャトルバスでお越しください。
○臨時駐車場
▷市役所駐車場▷サンプラザ駐車場▷市
民会館駐車場
○無料シャトルバス
■運行時間（予定）
▷20日㈯午前10時30分～午後6時30分
▷21日㈰午前10時～午後6時30分
■運行間隔／おおむね20分
■運行経路／市役所 ⇒ サンプラザ前 ⇒
　小千谷小学校ロータリー ⇒ 船岡公園 
　⇒ 市役所
○福祉車両で来場される方
　福祉車両などで来場される場合、船岡
公園駐車場への乗り入れ、乗降利用は可
能ですが、駐車はできません。

船岡茶会
■開催日時／4月21日㈰午後

1時～3時
■会場／船岡公園山頂東屋※雨天時は、

サンプラザ3階和室
■料金／一服300円
■主催／小千谷商工会議所女性会

■日時／5月3日㈷午後1時開式（午後3時終了予定）
■受付／正午～
■会場／市民会館（土川1-3-3）
■対象／平成10年4月2日～平成11年4月1日に生

まれた方
※転入、転出された方も参加できます。
※対象者個人に案内状は発送しません。対象者が
　市外に転出されている場合は、ご家族などから
　本人にお伝えください。
■内容／記念式典、アトラクション、記念撮影
■その他
▷記念品として後日記念写真を郵送します。希望
　する方は裏面の記念写真送付票に記入のうえ、

平成31年度（2019年度） 成人式のご案内

　当日会場にお持ちください。
▷市では地元就職支援のため、㈱広報しえん（に
　いがた就職応援団）とタイアップし、就活支援
　セミナーの開催、就職支援情報の提供を行って
　います。今年から就職活動を始める学生の方は、
　情報提供希望の有無をご記入ください。
▷ご記入いただいた個人情報は、記念写真・就職
　支援情報の送付以外の目的には使用しません。
■問い合わせ
▷成人式について：公民館（市民会館内）☎82-
　9111
▷就職支援情報について：商工振興課地域産業係
　☎83-3556

　成人になったみなさんをお祝いする、成人式を開催します。申し込みは必要ありま
せん。多数のご出席をお待ちしています。

き
　
り
　
と
　
り

き　り　と　り

お知らせ



住所
〒

氏
ふりがな

名

保護者氏名

電話番号

就職支援情報の
送付

（チェックをつ
けてください）

□上記住所へ送付を希望する
□上記以外の住所へ送付を希望する
　〒

□希望しない

現在あてはまる
もの

□社会人　□大学生　□専門学生
□その他

住所
〒

氏名 様

成人式記念写真送付票　
（送付用）（市控用）

き
　
り
　
と
　
り

（　　　　 　　　　　）

アンケートにご協力ください

○現在のお住まいは？（市区町村名）
　□市内
　□県内（　　　　　　　　）
　□県外（　　　　　　　　）
○将来望むお住まいは？（市区町村名）
　□市内
　□県内（　　　　　　　　）
　□県外（　　　　　　　　）
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お
ぢ
や 

健
康
だ
よ
り
■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
予
防
係
☎
83
・

3
6
4
0

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な

ど
の
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り

ま
す
。

■
実
施
期
間
／
4
月
1
日
～
2
0
2
0
年
3
月
31
日
㈫

■
実
施
医
療
機
関
／
小
千
谷
市
、
魚
沼
市
、
長
岡
市
（
旧

川
口
町
）
の
医
療
機
関

※
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す

の
で
、
実
施
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
健

康
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
／
次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
小
千
谷
市
民
で
、
次
の
表
に
該
当
す
る
方

年
齢

生
年
月
日

65
歳

昭
和
29
年
4
月
2
日
～
昭
和
30
年
4
月
1
日
生
ま
れ

70
歳

昭
和
24
年
4
月
2
日
～
昭
和
25
年
4
月
1
日
生
ま
れ

75
歳

昭
和
19
年
4
月
2
日
～
昭
和
20
年
4
月
1
日
生
ま
れ

80
歳

昭
和
14
年
4
月
2
日
～
昭
和
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ

85
歳

昭
和
9
年
4
月
2
日
～
昭
和
10
年
4
月
1
日
生
ま
れ

90
歳

昭
和
4
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ

95
歳

大
正
13
年
4
月
2
日
～
大
正
14
年
4
月
1
日
生
ま
れ

1

 

0

 
0
 

歳
以
上
大
正
9
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ

※
対
象
の
方
に
は
4
月
中
旬
に
個
別
通
知
を
発
送
し
ま

す
。
4
月
末
ま
で
に
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
を
助
成

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
1
級
相
当
の
心
臓
、

腎
臓
や
呼
吸
器
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が

い
の
あ
る
方

■
接
種
回
数
／
1
回

■
自
己
負
担
額
／
4
6
1
0
円
（
消
費
税
込
み
）

※
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
額
で
す
。

こ
の
額
を
上
回
っ
た
部
分
を
助
成
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

■
そ
の
他
／
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
（
主
治
医
）
へ
、

受
け
た
い
日
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の

う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
全
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
予
防
接
種
に
加
え
て
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、
体
の
免
疫
力
を
高
め
る
と
い
っ
た
日
常

生
活
で
の
心
が
け
も
重

要
で
す
。

き　り　と　り
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堂々、全国2連覇！

はんてんで縮をPR
JOCジュニアオリンピックカップ2019全日本ジ 
ュニアスキー選手権大会兼全日本小・中学生選抜
スキー大会（ノルディック種目）

3月9日・10日　図書館開館40周年記念事業

40年の歴史を感じて

JR東日本㈱へ小千谷縮はんてんを納品

3月14日～18日に北海道
名寄市でスキーの全国大
会が行われ、片貝小学校 
6年の藤塚美礼さんが、
小学女子フリー 2.5㎞・
同クラシカルの2部門で、
見事連覇を果たしました。

昭和53年6月に現在の場所に開館した図書館が平成30
年度で40周年を迎えたことから、市民会館で講演会とシ 
ンポジウムが行われました。

▽10日：記念シンポジウム

△9日：中江有里さんによ 
　る記念講演会

3月30日　旧小千谷総合病院卒業式

ありがとう！小千谷総合病院

3月25日　災害時における福祉避難所の設置及び管理運
営に関する協定を締結

もしもの時の、安心のために
社会福祉法人長岡老人福祉協会と協定を締結しました。
この協定により、災害時に避難所で避難生活を送ること
が困難な要配慮者の方の避難
受入れにご協力をいただけま
す。（協定締結先施設：ひう
の家、ケアハウスひう）
▷写真左から：渡辺晃施設長
（ケアハウスひう）、大塚市長

各種キャンペーンで
着用するはんてんに

「小千谷縮」を採用
していただきました。
▷写真左から：大塚

市長、今井政人執
行委員新潟支社長

（JR東日本㈱）

3月16日　岩沢　春こい火まつり

最後の火まつり盛大に
函山城狼

の ろ し

煙の会により、岩沢地区で春
を呼ぶまつりとして行われてきました
が、会の解散に伴い今回が最後の開催

となりました。

◁▽会場を照
らす「たい
まつ演舞」
と花火

　小林麻耶さ
んのサイン入
り色紙を、市
民を対象に抽
選で2人にプ
レゼントしま
す！小林さん
への応援メッ
セージなども添えて、ぜひ応募してく
ださい！
■応募方法／はがきに郵便番号、住所、

氏名を明記して、次の宛て先までお
送りください。

■応募先／〶947-8501小千谷市役所
企画政策課秘書広報係（住所は記載
不要です）

■締切／4月26日㈮（当日消印有効）ステージ発表 病棟見学ツアー

色紙プレゼント
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■
市
内
の
障
が
い
者
就
労
施
設

施
設
名

問
い
合
わ
せ

小
千
谷
市
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
工
房
☎
82
・
0
4
0
3

障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
ひ
か
り
工
房

☎
82
・
0
7
9
0

障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
ひ
だ
ま
り
工
房

☎
86
・
8
0
9
0

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

小
千
谷
さ
く
ら

☎
81
・
6
4
0
0

○
市
役
所
の
取
組

　
市
の
全
て
の
組
織
で
優
先
的
な
物
品
の

購
入
に
努
め
て
い
ま
す
。

▽
平
成
31
年
度
（
2
0
1
9
年
度
）
の
調

達
目
標
：
2
9
0
万
円

▽
平
成
29
年
度
の
調
達
実
績
：
2
8
2
万

　

4
8
9
4
円

■
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
☎
83
・
3
5
1
7

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
障
が
い
者
就
労
施
設
取
扱
製
品
な

ど
の
購
入
・
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
取
り
扱
っ
て
い
る
製
品
／
▽
お
茶
（
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
）
▽
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

▽
雑
巾
な
ど

■
受
託
し
て
い
る
作

業
／
▽
市
指
定
ご
み

袋
の
販
売
▽
宛
て
名

シ
ー
ル
貼
り
▽
清
掃

▽
草
取
り
な
ど

障
が
い
者
就
労
施
設
の
製
品

な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
※
（

　
）
内
は
前
職
で
す
。

異
動
（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
）

○
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

■
議
会
事
務
局
長
：
遠
藤
孝
司
（
観
光
交
流
課

長
）
■
保
健
福
祉
課
長
：
谷
口
則
子
（
税
務
課

長
）
■
建
設
課
長
：
菊
田
隆
（
監
査
委
員
事
務

局
長
）
■
総
務
課
長
：
山
川
正
則
（
議
会
事
務

局
長
）
■
企
画
政
策
課
長
：
真
島
新
一
（
ガ
ス

水
道
局
長
）
■
ガ
ス
水
道
局
長
：
渡
辺
英
明
（
農

林
課
参
事
／
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
・
昇
任
）

■
監
査
委
員
事
務
局
長
：
野
口
美
奈
子
（
議
会

事
務
局
参
事
・
昇
任
）
■
税
務
課
長
：
和
田
計

房
（
同
課
参
事
・
昇
任
）
■
危
機
管
理
課
長
：

波
間
陽
一
（
観
光
交
流
課
参
事
・
昇
任
）
■
市

民
生
活
課
長
：
吉
越
陽
子
（
生
涯
学
習
課
参
事

・
昇
任
）
■
観
光
交
流
課
長
：
大
平
忍
（
商
工

振
興
課
参
事
・
昇
任
）
■
社
会
福
祉
課
長
：
岡

元
義
之
（
企
画
政
策
課
参
事
・
昇
任
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
税
務
課
参
事
：
佐
藤
正
行
（
市
民
生
活
課
参

事
）
■
企
画
政
策
課
参
事
：
山
本
和
也
（
学
校

教
育
課
参
事
）
■
市
民
生
活
課
長
補
佐
：
進
藤

浩
幸
（
ガ
ス
水
道
局
施
設
課
長
）
■
農
林
課
長

補
佐
：
安
達
仁
（
農
業
委
員
会
事
務
局
農
業
委

員
会
係
副
参
事
・
昇
任
）
■
観
光
交
流
課
長
補

佐
：
平
澤
英
樹
（
同
課
観
光
係
副
参
事
・
昇
任
）

■
学
校
教
育
課
長
補
佐
：
久
須
美
尚
子
（
生
涯

学
習
課
図
書
係
副
参
事
・
昇
任
）
■
ガ
ス
水
道

局
施
設
課
長
：
佐
藤
公
一
（
農
林
課
農
林
整
備

係
副
参
事
・
昇
任
）
■
商
工
振
興
課
長
補
佐
：

大
矢
尚
（
建
設
課
工
務
係
副
参
事
・
昇
任
）
■

議
会
事
務
局
次
長
：
林
真
紀
子
（
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係
副
参
事
・
昇
任
）
■
生
涯
学
習
課

長
補
佐
：
近
藤
茂
子
（
学
校
教
育
課
学
事
係
副

参
事
・
昇
任
）

○
保
育
士

【
園
長
級
】

■
片
貝
保
育
園
長
：
坂
詰
笑
美
子
（
わ
か
ば
保

育
園
長
）
■
わ
か
ば
保
育
園
長
：
岡
元
淑
子
（
東

保
育
園
主
査
・
昇
任
）
■
東
保
育
園
長
：
三
浦

み
ゆ
き
（
岩
沢
保
育
園
主
査
・
昇
任
）
■
南
保

育
園
長
：
佐
藤
和
美
（
吉
谷
保
育
園
主
査
・
昇
任
）

○
公
安
職
（
消
防
職
員
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
消
防
本
部
次
長
／
消
防
署
長
：
村
山
博
（
総

務
課
長
・
昇
任
）
■
警
防
課
長
／
消
防
署
副
署

長
：
川
上
榮
太
郎
（
警
防
課
警
防
係
長
・
昇
任
）

■
総
務
課
長
：
渡
辺
裕
伸
（
警
防
課
救
急
係
長

・
昇
任
）
■
川
口
出
張
所
長
：
小
宮
泉
（
総
務

課
通
信
指
令
係
長
・
昇
任
）

採
用
（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
）

○
一
般
事
務
職

■
学
校
教
育
課
：
佐
藤
寿
樹
、
渡
辺
弥
代
衣
■

建
設
課
：
長
井
雅
人
、
岩
野
光
吾
■
商
工
振
興

課
：
臼
井
淳
■
ガ
ス
水
道
局
：
東
内
惇
志
■
企

画
政
策
課
：
小
林
由
佳
■
総
務
課
：
佐
藤
亜
友

美
、
樋
口
未
来
■
生
涯
学
習
課
：
本
田
森
■
農

林
課
：
友
野
望
■
観
光
交
流
課
：
葛
西
秀
哉
■

保
健
福
祉
課
：
長
谷
川
紗
麻
耶

○
保
健
師

■
保
健
福
祉
課
：
桑
原
美
果

○
保
育
士

■
す
み
れ
保
育
園
：
込
田
恭
子
■
吉
谷
保
育
園

：
五
位
野
遥
加
■
片
貝
保
育
園
：
井
上
咲
樂

○
公
安
職
（
消
防
職
員
）

■
消
防
本
部
：
廣
井
駿
、
羽
鳥
幸
平
、
山
口
嵐
、

佐
藤
勝
、
星
野
伽
音

○
技
能
労
務
職

■
ガ
ス
水
道
局
：
松
井
宏
峰
、
吉
川
颯

○
災
害
派
遣

■
福
島
県
南
相
馬
市
：
和
田
顕
雄
（
再
任
用
）

退
職
（
平
成
31
年
3
月
31
日
付
）

○
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

■
長
谷
川
秀
樹
（
保
健
福
祉
課
長
）
■
野
澤
敏

（
総
務
課
長
）
■
大
矢
敏
之
（
建
設
課
長
）
■

吉
澤
靖
（
市
民
生
活
課
長
）
■
谷
口
豊
（
危
機

管
理
課
長
）
■
渡
邊
芳
久
（
社
会
福
祉
課
長
）

■
小
池
尚
志
（
学
校
教
育
課
参
事
／
管
理
主
事

兼
指
導
主
事
）

【
課
長
補
佐
級
】

阿
部
尚
子
（
健
康
セ
ン
タ
ー
参
事
）

○
保
育
士

【
園
長
級
】

■
勝
又
順
子
（
南
保
育
園
長
）
■
関
久
美
子
（
片

貝
保
育
園
長
）
■
田
中
利
子
（
東
保
育
園
長
）

○
公
安
職
（
消
防
職
員
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
内
山
康
司
（
消
防
本
部
次
長
）
■
久
保
田
守

（
警
防
課
長
）
■
風
間
行
廣
（
川
口
出
張
所
長
）

市
役
所
人
事
異
動

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
職
員
係
☎
83
・
3
0

0
5
（
係
直
通
）

お知らせ
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応
援
し
ま
す
！
郷
土
芸
能
の
保
存
・
継
承
活
動

　

市
で
は
、
小
千
谷
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
保
存
・
継
承
活
動
を
行
う
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
団
体
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
／
市
内
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
、
風
俗
慣
習
の
保
存
・
継

承
を
行
っ
て
い
る
団
体

■
補
助
金
の
額
／
事
業
費
の
75
％
以
内
（
限
度
額
20
万
円
）

■
そ
の
他
／
こ
れ
ま
で
に
同
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
団
体
を

優
先
し
ま
す
。

■
申
請
期
限
／
5
月
10
日
㈮
午
後
5
時

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
市
民
会
館
内
）
☎
82
・
9
1
1
1

小
千
谷
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
を
策
定

　

人
権
教
育
・
啓
発
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成

31
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
小
千
谷
市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
冊
子
は
市
民
生
活
課
と
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
概
要

版
を
広
報
お
ぢ
や
3
月
10
号
と
あ
わ
せ
て
配
布
し
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
☎
83
・
3
5
1
6

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

無
投
票
と
な
り
ま
し
た

　

4
月
7
日
㈰
執
行
の
新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
小
千
谷
市

選
挙
区
（
定
数
1
人
）
は
、
3
月
29
日
㈮
の
告
示
日
に
お
い
て

届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
が
1
人
で
あ
っ
た
た
め
、
投
票
を
行
わ

な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
市
選
挙
管
理

委
員
会
☎
83
・
0
3
8
1

　「小千谷をこんなまちにしたい！」「楽しいイベントをしたい！」など、まち
づくりに関するさまざまな相談に乗ったり、アイディアを実現するお手伝いを
行ったりしています。ぜひ気軽にご相談ください。

○○をやってみたい！ 
でも、1人じゃできなくて…

地域活動を始めたけど、 
運営がうまく行かない。 
助けて！

マネージャー 
清水千夏子

事務局長 
髙木健太

どうしたらイベントに 
人が来てくれるかな？

例えば…

団体を紹介してほしい！

○地域のイベントを盛り上げます！
　地域の団体や町内会から相談を受け、イベ
ントなどの活動をサポートしています。どう
したらお客さんが来るか、これからも続けて
いくにはどうしたらい
いかなどを一緒に考え、
イベントを盛り上げる
お手伝いをします。

■所在地／城内1-13-20（市役所分庁舎内）
■相談時間／月～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
■問い合わせ／地域づくり支援団体こしゃる☎070-2209-2483 
Qinfo@ojiya-kosyaru.com

不在の場合がありますので、事前にお電話ください！

　ホームページやF
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook、I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagramで情報を発信してい
ます。また、Y

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeでは「小千谷でこしゃる隊」というチャ
ンネルで動画を配信しています。ぜひご覧ください。

○市役所とも連携しています！
　生涯学習課と一緒に、市内の20代～30代
の若者が小千谷のことを考えアクションを
起こす場として、「オ
モシロ×マジメに創る
会」を開催！若者発の
新たなチャレンジが生
まれています。

まちづくりは 

「地域づくり支援団体こしゃる」にご相談ください！

「こしゃる」 
で検索！

私たちに

お任せください!
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J
R
小
千
谷
発
電
所
一
般
公
開

　

第
32
回
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催

に
あ
わ
せ
て
、
J
R
小
千
谷
発
電
所
が
一
般
公

開
さ
れ
ま
す
。
ふ
だ
ん
見
る
機
会
の
な
い
施
設

の
見
学
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
4
月
29
日
㈷
午
前
10
時
～
午
後
3
時

（
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止
）

■
会
場
／
J
R
小
千
谷
発
電
所
内
※
駐
車
ス
ペ

ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
内
容

▽
発
電
所
施
設
見
学
会

▽
発
電
所
の
歴
史
写
真
展

▽
ミ
ニ
新
幹
線

▽
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
な
ど新はしご車公開展示会

　平成30年度に更新したはしご車や、災害
現場で活躍する消防車・資機材の展示など、
小さなお子さんにも楽しんでいただけるイ
ベントです。みなさんのご来場をお待ちし
ています。
■日時／4月28日㈰午前10時～午後1時
■会場／消防署
■その他／一般駐車場はありませんので、

市役所駐車場をご利用ください。
■問い合わせ／消防本部警防課☎83-0237 ダ

ン
ボ
ー
ル
迷
路
に
挑
戦
！

　

お
ぢ
ゃ
～
る
体
育
館
に
3
種
類
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
迷
路
が
出
現
！
芝
生
広
場
の
無
料
遊
具
、
貸

出
遊
具
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
お
ぢ
ゃ
～
る
に

お
出
か
け
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
5
月
4
日
㈷
～
6
日
㉁
午
前
10
時
～

午
後
5
時

■
会
場
／
お
ぢ
ゃ
～
る
体
育
館

■
料
金
／
1
人
3
0
0
円
（
時
間
無
制
限
）

■
そ
の
他

▽
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り
合

親
子
星
空
観
察
会

■
日
時
／
5
月
11
日
㈯
午
後
6
時
30
分
～
8
時

30
分

■
会
場
／
お
ぢ
ゃ
～
る
芝
生
広
場
※
曇
天
・
雨

天
の
場
合
は
、
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

■
集
合
場
所
／
お
ぢ
ゃ
～
る
体
育
館
前

■
内
容
／
月
、
春
の
星
座
の
観
察

■
講
師
／
小
千
谷
の
自
然
を
愛
す
る
会

■
定
員
／
小
学
生
親
子
15
組
※
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
講
無
料

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
、
懐
中
電
灯
、

星
座
早
見
盤

■
申
込
締
切
／
5
月
7
日
㈫

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
係
（
市
民
会
館
内
）
☎
82
・
9
1
1
1
N
82

・
9
1
1
2
Q

　
　
　
　
　
　

syougai-sk@city.ojiya.niigat
a.jp第

65
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

■
日
時
／
6
月
2
日
㈰
午
前
8
時
30
分
開
会
式

■
会
場
／
白
山
運
動
公
園

第
38
回
壮
年
野
球
大
会
（
ナ
イ
タ
ー
）

参
加
チ
ー
ム
募
集

■
日
時
／
6
月
4
日
㈫
～
8
月
9
日
㈮
（
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）
午
後
7
時
30
分
試
合
開
始

■
会
場
／
白
山
運
動
公
園
野
球
場

■
参
加
資
格
／
昭
和
54
年
4
月
1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

■
チ
ー
ム
編
成
／
監
督
・
主
将
を
含
め
1
チ
ー

ム
20
人
以
内
（
監
督
は
選
手
と
し
て
出
場
可
、

選
手
の
二
重
登
録
禁
止
）

■
参
加
料
／
1
チ
ー
ム
2
5
0
0
円

■
申
込
／
5
月
10
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
総
合
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
代
表
者
会
議
／
5
月
21
日
㈫
午
後
6
時
30
分

～
総
合
体
育
館
体
育
団
体
室

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
総
合

体
育
館
内
）
☎
83
・
0
0
7
7

■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
学
生

は
除
く
）

■
チ
ー
ム
編
成
／
1
チ
ー
ム
10
人
（
女
性
2
人

以
上
常
時
出
場
、
登
録
は
20
人
以
内
、
二
重
登

録
禁
止
）

■
参
加
料
／
1
チ
ー
ム
2
0
0
0
円

■
申
込
／
5
月
10
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
総
合
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
代
表
者
会
議
／
5
月
15
日
㈬
午
後
7
時
～
総

合
体
育
館
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
83
・
0
0
7
7

■
入
場
無
料
・
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
／
J
R
東
日
本
信
濃
川
発
電
所

☎
82
・
2
7
0
2

わ
せ
で
の
来
場
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

▽
小
千
谷
信
濃
川
水
力
発

電
館
、
芝
生
広
場
の
入

館
・
利
用
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
お
ぢ
ゃ

～
る
☎
82
・
2
4
7
8

▷
新
し
い
は
し
ご
車

お知らせ



5月　　　　■問い合わせ
　　　　　健康センター保健係
　　　　　☎83-3640

▷会場は健康センターです。発熱や発疹など、ふだんと違う症状のあ
　るお子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▷乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▷番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～
　　　　　　　　　　　午後に開催の場合：正午～

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他

4か月児
健康診査

平成30年
12月生まれ 5月  9日㈭ 13:00～

13:10
母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食初期の講習会を同時に行
います。

10か月児
健康診査

平成30年
6月生まれ 5月  8日㈬ 13:00～

13:10
母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会とブックス
タートを同時に行います。

1歳6か月児
健康診査

平成29年
10月生まれ 5月30日㈭ 13:00～

13:20 母子健康手帳 歯科検診を行います。歯を磨い
てからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成29年
4月生まれ 5月29日㈬   9:00～

  9:10
母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行います。
歯を磨いてからお越しください。

3歳児
健康診査

平成28年
4月生まれ 5月28日㈫ 13:00～

13:20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アンケ
ート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯を磨い
てからお越しください。

乳幼児の健康診査日程

まちのうごき（3月29日現在）

人口と世帯　（　）内は前月比

男 17,632人　 （－76人）

女 17,875人　 （－69人）

合計 35,507人　 （－145人）

世帯数 12,706世帯 （±0世帯）

異動

出生     21人

死亡     34人

転入   120人

転出   252人

お知らせ

19　︱　広報おぢや4月号

今月の キッズフォト

　　 感想をお聞かせください！
　今月から、「わかるかな？広報クイズ」に変わり、広報お
ぢやの感想を募集します。応募者の中から抽選で3人に「ち
ぢみの里利用券」をプレゼント！
■応募方法／郵便番号、住所、氏名と①良かった記事②広報

誌へのご意見・ご感想を、次の方法でお送りください。
▷はがき：〶947-8501企画政策課秘書広報係（住所は記載

不要）
▷ファクス：N83-2789
▷メール：Splan-kh@city.ojiya.niigata.jp
▷市ホームページ専用フォーム（広報おぢや保管庫）
■応募締切／4月26日㈮（はがきの場合は、当日消印有効）
■当選発表／発送をもってかえさせていただきます。

3月号のクイズの答えは③でした。

今月の「＃おぢフォト」

　2月25日～3月24日に「#おぢフォ
ト」を付けてI

イ ン ス タ グ ラ ム

nstagramに投稿され
た画像の中から1枚を紹介します。

▷投稿者：adrien_
me091さん

▷撮影場所：池ケ原
▷池ケ原の雪峠から

守門岳～浅草岳方
面に向けて撮影し
た写真

小千谷市広報の Instagramをチェック！

平沢　紡
つむぎ

ちゃん（0歳11か月）
ママより♪
いろんな人と糸を紡ぐように、つなが
りを持てる人になってほしいな。元気
にすくすくと育ってね！

△わんパークにて



平
成
31
年
4
月
10
日
発
行 

№
9
8
2

発
行
：
新
潟
県
小
千
谷
市　

〶
9
4
7
‐
8
5
0
1  

小
千
谷
市
城
内
2
‐
7
‐
5

編
集
：
企
画
政
策
課　

☎
0
2
5
8
‐
83
‐
3
5
0
7
N
0
2
5
8
‐
83
‐
2
7
8
9

広
報
お
ぢ
や

●
こ
の
広
報
誌
は
環
境
に
優
し
い
紙
と
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す

編集室 
だより

有
料
広
告
掲
載
欄
広
報
お
ぢ
や
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
や
金
額
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係
☎
83
・
3
5
0
7

※本誌掲載の広告については小千谷市が保証・推奨などするものではありません。

￥５４０

異動によりみさんが編集室を離れてしまいました。ともに過ごした3年間、同世代の女性同士、気軽
に話せて楽しかったです。4月からこさんを仲間に迎え、新たな体制でまた1年がんばります！よ

作ってみてね！この料理

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー：179㌔㌍
▷たんぱく質：18.8㌘
▷脂質：10.2㌘
▷炭水化物：3.0㌘

骨の健康にうれしいメニュー☆

～鮭のヨーグルトカレーソテー～

＜材料＞（4人分）
生鮭   4切
プレーンヨーグルト 
   1/2カップ
カレー粉   小さじ1強

＜作り方＞
①ヨーグルトとカレー粉をよく混ぜ合わせる。
②塩こしょうした鮭を①に1時間程度漬けておく。
③フライパンにサラダ油を熱し、②を入れて中火で両面を

こんがりと焼く。
④皿にのせ、付け合わせに青菜やミニトマトを添える。

＜問い合わせ＞健康センター保健係☎83-3640
＜調理＞小千谷市食生活改善推進委員

▷カルシウム：44㍉㌘
▷ビタミンD：12.8㍃㌘
▷食塩相当量：0.3㌘

サラダ油   大さじ2
塩   少々
こしょう   少々
付け合わせの野菜   適量

たんぱく質やビタミンDが豊富な鮭と、カルシウ
ムが豊富なヨーグルトを使った、骨の健康にうれ
しい料理です。ヨーグルトとカレー粉を組み合わ
せると、スパイシーでさっぱりとした味に仕上が
り、おいしく減塩できます。今回は鮭を使いまし
たが、鯖など他の魚でもおいしくいただけます。


